
 新しい年が明け、

小牧山はいよいよ

織田信長築城450年

という節目の年を

迎えました。約10

年前に小牧山で発

掘調査に入った当

初、信長築城当時の

城の遺構がこれほ

ど良好に保存され 

ているとは担当者       Ｎ区（調査前） 

          

 

 

 

 

 

をはじめ誰も予想していま

せんでした。それが今や皆

様に大きな関心を寄せてい

ただくようになったことに、

深い感慨を覚えます。 

 さて、発掘調査はいよい

よ主郭（本丸）の東側、Ｎ

区と名付けた調査区に進ん 

でいます。ここには、左の古城絵図にあるよう

に本丸東側に位置する出入口（虎口）がある可

能性があります。城の構造を知る重要な手がか

りが得られるのではと期待しています。 
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～「虎口
こ ぐち

」とは～ 

城の出入口を虎口といいます。虎口は「小口」の当て

字らしく、古くは曲輪（平坦面）へ通じる狭い入口を意

味したようです。本丸の虎口は表の“大手”と裏の“搦

手”の少なくとも２つを設けます。桃山時代以降には右

図のような四角形の広場をもつ「枡形虎口」が出現し、

その内外に門や櫓が作られるようになります。 
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